
①1

だれにでもわかりやすい
授業の実践と確かな学
力の定着

①2

支援が必要な生徒の状
況に合わせた学習支援
体制の整備・運用

①3

生徒が主体的に活動す
る特別活動の推進

具 体 的 な 改 善 策

学校番号 学　校　名 校　長　名
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諸活動において「自ら考え、正しく判断し、責任を
もって行動する」生徒を育成すること、また活動を
通じて成功体験を積み、生徒が自己肯定感を高
めることを目指した。そのために創立40周年記念
事業として校内行事や式典を生徒が中心となって
企画・運営した。また学年の活動でも生徒自らが
行動や発信をするように促した。

40周年記念事業は生徒自身が経験のない行事で
あったが、教員が生徒の考えを尊重しながら支援
することで、生徒主体の企画・運営を行うことがで
きた。中でも式典は生徒中心の進行やプログラム
で構成され、生徒の企画力、運営力、表現力や母
校愛が伝わり、来賓にもたいへん好評であった。こ
うした生徒の力をこれからも育成し、各行事等で十
分に発揮させることを意識した教育活動の展開が
目標となる。

生徒集会などで生徒会本部が主催して行うレクリ
エーションや委員会の発表が生徒主体で行われ
る形で定着してきているので、そうした生徒の経験
をより多くの場で活用させるようにする。そのため
に既存の学校行事や学年行事等の特別活動にお
いて生徒主体で任せられる範囲を拡大できないか
検討し、企画や運営の主体として生徒が活躍でき
る場を増やしていく。

学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

知・徳・体・意の調和のとれた、人間性豊かな生徒を育成するために
１　正しい判断力を身につけ、自ら学ぶ意欲を持つ人
２　礼儀正しく、思いやりのある明るい人
３　健全な心身を持ち、勤労を愛する人
４　責任感と忍耐力のある人

支援教育を軸とした教育活動の展開（生徒に丁寧に寄り添い、一人ひとりを大切にする。）
①確かな学力の定着と主体的に活動する力を育てる教育の推進
②思いやりのある豊かな心を育てる教育の推進
③健やかな心身を育てる健康・安全教育の推進
④家庭や地域と連携し、共に生徒を育てる教育の推進

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題

支援教育の観点から年度当初に「授業のユニ
バーサルデザイン化」について校内研修を行い、
どのような生徒にとっても学びやすい指導法の工
夫や環境設定を心がけた。また、GIGAスクール構
想推進実践校の指定を受け、授業において「個別
最適な学びや協働的な学びのためのGIGA端末
の活用」に取り組み、教育センターの拡大要請訪
問を受け、各教科ごとに「主体的、対話的で深い
学びを目指す指導」や「妥当性、信頼性のある評
価」について研修を行った。夏休み期間の学習会
や定期学力調査前の学習相談会を実施し、個々
の生徒の学習についての課題の解決にも取り組
んだ。

学校教育活動アンケートでは「授業がていねいに
わかりやすく行われている」と評価する生徒は88%
であった。また、「進んで学習に取り組んでいる」、
「授業を振り返り、次の学習につなげるよう取り組
んでいる」と自己評価する生徒は70％台であり、概
ね「学びに向かう力」は良好である。その結果とし
て市学習状況調査の国社数理英の「思考・判断・
表現」、「知識・技能」の観点別評価のポイントは
２、３年生において前年度より全国平均との差を広
げ、学習の成果が表れていると考えられる。課題と
しては生徒自身が自らの学習状況を把握し、必要
な取り組みを自分の意思で進める「学びに向かう
力」についての評価を80％台に引き上げていきた
い。

今年度研修した「授業のユニバーサルデザイン
化」、「個別最適な学びと協働的な学びのための
GIGA端末の活用」、「主体的、対話的で深い学び
を目指す指導」、「妥当性、信頼性のある評価」等
について、研修した内容を一時的ではなく継続的
に授業や評価に反映させること、教員個人や教科
によって差異が出ないよう、学校内共通の指導法
や評価の手立てとして浸透させていくことに取り組
む。そしてそうした取り組みを進めることで、「学び
に向かう力」において重視される「主体的に学習に
取り組む態度」を生徒が身に着け伸ばしていける
ようにする。

時間割の中に入り込みの教員や取り出し及び不
登校生徒に対応する教員を位置付け、多様な支
援体制を構築している。そしてその体制を支援教
育コーディネーター（ＣＯ）により組織的に運用でき
た。また学習室の整備を進め、必要な生徒が必要
な時に利用できるよう運用し、不登校生徒に積極
的に学習室を紹介した。また学習室が多くの不登
校生徒が利用しやすい居場所となるよう、不登校
生徒と保護者の意見を聴くアンケート調査を行っ
た。学校に登校できない生徒には授業のオンライ
ン視聴を行った。

配置された教員が授業時の困り感を見取り、それ
を基にＣＯを中心に支援の必要性の有無や適切
な支援方法を決められた。学習室が常時利用でき
る体制となっているため、年度途中でも必要な生
徒に利用を促し、数名の生徒の利用につながっ
た。しかし、不登校生徒によっては必ずしも校内の
居場所として利用されないケースや利用しても継
続されないケースもある。改善のためアンケートも
とったが、有効な回答は得られなかった。来年度
の教員配置数によっては、現在の支援体制維持
が可能かどうかということも課題である。

支援の必要な生徒のための学習面における支援
体制は十分構築されている。しかし教員配置が不
十分で、体制維持が困難な場合は支援の対象と
なる生徒の実態も考慮し、工夫をしながら対応して
いきたい。学習室における不登校生徒等の利用の
促進、学習活動の継続については対象生徒の気
持ちに配慮しながら、学習室についての説明を行
い、利用の有効性を理解してもらうようにする。同
時に学習室利用以外の学習の継続の仕方、居場
所となる他機関についても紹介し、生徒自らの意
思で選択をさせ、生徒の状態や気持ちに寄り添っ
た対応を心がける。



②1

人権尊重教育の推進

②2

生徒の困り感の早期発
見と解決、相談支援体
制の効果的運用

③1

生徒への健康・安全教
育の推進

③2

生徒の健康や安全を守
るための取り組み

④1

キャリア在り方生き方教
育の推進

④2

開かれた学校づくり

教職員対象と生徒対象でそれぞれ「性の多用性
プログラム」の研修を行った。生徒会主催でピンク
シャツデー、ピンクシャツウィークを設け、全校生
徒でいじめ防止について考え、いじめを認めない
意識の啓発に取り組んだ。また３年生では認知症
講演会を行い、支援の必要な人への理解と接し方
を学んだ。

学校教育活動アンケートで「他人のよさを認め、優
しく接したり、協力したりすることができている」とし
た生徒は94％であり、他者を尊重し、思いやりを
もって接する態度が備わっている生徒が多いと捉
える。しかし、友達同士の関わりの中で、相手への
配慮が十分にできず、相手に不安や心理的苦痛
を与えるような言動もあった。

来年度は人権尊重教育の研究推進校としてこれ
までの本校の取り組みを体系的に整理し、成果や
課題を明らかにする。そして生徒が自分の大切さ
と共に他の人の大切さを認め、他者と誠実に、思
いやりをもって関われるようにすることを目指す。そ
のためにいじめ防止や多様性の受容等、多面的
に人権尊重教育に取り組み、生徒の心の涵養を
図りたい。

複数回の教育相談アンケートや教育相談を実施
し、きめ細かく生徒の状態を把握することができ
た。しかし、支援体制を整えていても、気が付かな
いうちに生徒間のトラブルが生じていたケースも
あった。生徒の困り感を漏らさず探知する体制の
向上も課題となる。学校教育活動アンケートで生
徒が教員に気軽に相談できると回答した割合は
66%でほぼ昨年と同程度でやや低めであった。さら
に相談しやすい環境を作ることが課題である。昨
年研修した共生＊共育プログラムを学年ごとに効
果的に活用することができた。

生徒の困り感を漏らさず探知するため、それぞれ
の支援体制の探知機能の精度を向上させたい。
そのために日頃からの生徒との関わりを大切にし、
信頼関係を深めていくことや生徒の表情や態度、
友人関係等の小さな変化も見逃さないように意識
を高めることなど、地道な取り組みを大切にしてい
く。また、重要な案件は迅速に全職員が共有して
対応できるよう、情報の伝達方法を工夫していく。

生徒への健康・安全教育として、講師を招いて１学
年対象熱中症予防講演会、情報モラル教育、２年
生対象薬物乱用防止教室、３年生対象性教育講
演会等の研修を行った。また2年生では地区での
授業研究会を兼ねて「性に関する情報への対処」
を題材に担任や養護教諭による学級指導を行っ
た。保健だよりを定期的に発行した。また地震と火
災を想定した防災訓練を実施した。

各講演後、生徒はいろいろな気付きがあり、自分
自身の心身を大切にしようとする意識が高まって
いる。保健だよりによって保健、健康について生徒
や家庭に啓蒙できた。今年度の火災を想定した防
災訓練は生徒に時間を伝えず行い、実際の災害
発生に近い状況設定にしたことで訓練の充実を
図ったが、さらにリアルな場面を想定した中で身の
安全を守る訓練が必要である。

生徒が自他ともに心身を大切にする意識を持つた
めに、健康・安全に関わる特設授業の実施や外部
講師等を招聘しての研修や講演を継続する。防災
訓練の内容を検討し、南菅中学校で現実に起こり
うる各種の災害を想定し、防災訓練がマンネリ化
せず、常に生徒が緊張感を持ち自分の命や体を
守ろうとする高い意識を持って行動する訓練に取
り組みたい。

日常的な生徒観察、複数回の教育相談アンケー
ト、いじめ早期発見チェックシートや教育相談、三
者面談を実施した。また学年主任、コーディネー
ター、養護教諭等全教員やスクールカウンセラー
等の複数の相談窓口があることを生徒に周知し
た。課題を抱えた生徒や配慮が必要な生徒等の
情報を定期的に支援会議や職員会議で共有し、
対応の検討を行った。共生＊共育プログラムを活
用し、生徒の状況や学級や学年集団の課題を客
観的に把握するよう努めた。

教職員の救命救急法研修を実施し、緊急時の適
切な対応を学んだ。学校保健委員会を開催し、生
徒の健康面について校医からの知見を伺った。昇
降口にミストシャワーを設置し、熱中症予防対策と
して活用した。校地に隣接する通学路が夕暮れ時
に暗く危険なため、照明設置を申請した。

緊急時の対応法について心肺蘇生や応急処置等
の具体的な技術の訓練をすることができた。体育
や部活動等の屋外活動においてミストを利用する
ことで、熱中症予防になり健康面の心配を低減で
きた。下校時の生徒の安全のため、ＰＴＡや町内
会に現状を相談したところ、照明設置に向け迅速
に対応していただいた。

緊急対応が必要になった時にはだれでも適切な
処置ができるよう、毎年の研修を継続し、個人個人
の知識と技能の向上を図っていく。生徒自身が食
生活や睡眠等について学び、自ら健康維持に取り
組むよう指導するとともに、学校内での熱中症予
防対策や感染症予防対策を適切に講じていく。家
庭や地域で生徒の健康や安全を守る視点も大切
にしていく。

１年生はキャリア在り方生き方教育の視点の「わた
したちのまち川崎」より地域の魅力を発見する活動
を行った。２年生は企業訪問や職場体験学習を
行った。３年生は自分の将来を見据え、進路を選
択するための高校調べを行った。

２、３年生は将来の職業や直近の進路を踏まえ、
様々な自分の興味や適性を考え、自己理解を深
めながら職業や高等学校等について学ぶことがで
きた。１年生は今後重視される「探究的な学び」を
取り入れた地域調べを行い、地域への愛着を深め
る活動ができた。

次期「かわさき教育プラン」では「探究的な学び」の
充実が重視される。それは自ら地域・社会に関わ
り、課題を見つけ、他者と共に考え、解決していく
学びの充実である。キャリア在り方生き方教育の視
点の一つ「わたしたちのまち川崎」をテーマに地
域・社会への参画に向けた資質・能力の育成を重
点的に目指す。

学校・学年・学級だよりやホームページ、メールで
の情報発信に努めた。また、年３回の学校公開週
間を設け保護者の方には自由に生徒の学習活動
等、学校の様子を見てもらうようにした。学校運営
協議会委員にも授業や生徒集会を参観していた
だいた。

アンケートでは保護者の85%が各種たよりやホーム
ページが学校の情報入手に役立っているとの回
答であった。しかし手紙を廃止し、メールで統一し
てほしいという意見もあった。ホームページのアク
セス数は昨年より1.7倍になった。

保護者にとって必要な情報を迅速、確実に伝える
手段として適切なものを試行錯誤していくことが必
要と考える。また今後、保護者や地域の協力を得
て「探究的な学び」を充実させるためにも効果的な
情報発信に努め、教育活動の理解を促進させて
いく。



④3

業務改善による生徒と向
き合う時間、家庭・地域と
連携する時間の捻出

実行内容を検証した結果、担任が生徒の状態を
把握するため帰りの学活が必要となり、下校時間
を変更することなく、工夫して復活させる。また新た
に定期学力調査の実施方法や面談の実施形態を
見直す予定である。教職員の時間外在校等時間
を今年度よりも減らすことに努める。

昼清掃の設定、GIGA端末利用による帰り学活廃
止で放課後の活動時間を確保しながら、最終下校
の前倒しができた。また、朝会前の打ち合わせ廃
止、前期所見の面談への代替、体育祭の平日開
催で業務の負担を軽減し、若干でも時間や気持ち
の余裕を生み出し、生徒と向き合うことに役立っ
た。

○学校の雰囲気が明るく、落ち着いているので、安心して子供を通わせられる。
○授業が落ち着いており、話し合いもよくできている。互いに声を掛け合い、取り残され
る生徒がいない。
○テスト前後の課題の提出が多いので、提出期限にゆとりがあるとよい。
○軽い宿題を回数多く出してもらうと、予習・復習の習慣がつきやすいと思う。
○テストの平均点がわかると生徒のためになる。
○生徒集会は生徒主導で良い。生徒の進行も上手でレベルが高い。
○生徒集会の始まりのチャイムで生徒が何も言われなくても自分たちで静粛になる様子
がすごい。
○図書室には良い本、生徒の興味を引く本がたくさんあるのに、利用が少ないことはもっ
たいない。
○先生が一人一人の生徒や保護者に対し、しっかりケアしてくれる。
○問題が起きた時、結果だけを見ずに、根本の解決をしてほしい。
○手紙を廃止し、ミマモルメで統一してほしい。
○学校教育活動アンケートの質問が答えにくい。

　学校教育目標の実現を問うアンケート回答からは、教育目標４項目について生徒、保護者、教員の三者ともほ
ぼ８割程度の肯定的回答が得られた。この結果からは今年度の教育活動が有効なものであったと考えられる。
特に「礼儀正しく、思いやりのある明るい人」の項目は三者とも高く評価している。学習状況調査等の生徒の意
識調査でも「優しい人、思いやりのある人が多い」と回答する割合が多いし、いろいろな場で生徒の意見にそうし
た内容を見ることが多い。この傾向はここ数年同じであり、継続した本校の教育活動によって、生徒の特色となっ
てきたようにも思われる。学校経営目標の「豊かな心の育成」が順調に行われている結果と判断したい。
　本校では「支援教育を軸とした教育活動」の展開を教育方針とし、一人ひとりの課題を捉え、適切に支援するこ
とで、「互いを認め合い、個性を安心して表現できる学校」づくりや「相手を尊重し、誠実に向き合える生徒」、「自
他共に心身を大切にする生徒」等の育成を目指している。そのために来年度は人権尊重教育を重点的に研究
し、実践していく。
　今年度は創立40周年の節目の年であり、この特別な年の行事に生徒が主体的に関わり、成功体験を積み、達
成感や満足感を得て、昨年度に課題とした自己肯定感を高めることにつなげようと取り組んだ。昨年度末から３
年生（当時の２年生）をリーダーにして実行委員会を組織し、企画・運営を行った。生徒が自分事として創立４０
周年をとらえてその歴史に価値を感じ、節目の年に在籍する喜びを感じられるよう教員も生徒を尊重しながら支
援をしてきた。そうしたことが功を奏し、メインの記念式典は生徒が前面に出て、たいへん素晴らしい式の進行、
企画の発表や合唱などを行い、来場者からも称賛され、生徒たちにとって大きな自信になった。今回の経験を
生徒が今後も生かし、また生徒から生徒へ伝えていけるよう支援していく。

教育委員会の学校業務改善等支援実践校とな
り、全教職員で業務を見直し、課題を共有した。そ
こから時程、作成書類、学活の在り方、行事開催
日等を改善すべき項目として取り上げ、改善策の
提案、検討、試行、修正、そして実行し、さらに成
果を検証して新たな修正を加えながら取り組みを
継続した。
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